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「
育
て
よ
う　

希
望
の
森
を　

い
の
ち
の
森
を
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
す
る
「
第
六
九

回
全
国
植
樹
祭
」
の
開
催
ま
で
、
早
い
も
の
で
残
り
一
〇
〇
日
程
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
る
本
市
雫
地
区
の
海
岸
防
災
林
周
辺
で
は
、
今
も
会
場
整
備
を
は
じ
め
と
す

る
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
は
じ
め
全
国
か
ら
お
い

で
に
な
る
招
待
者
の
皆
さ
ま
を
お
迎
え
す
る
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
植
樹
祭
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
は
初
め
て
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
会

場
と
な
る
海
岸
防
災
林
は
、
津
波
で
大
き
な
被
害
を
受
け
て
お
り
ま
す
が
、
震
災
前
は
、

海
岸
線
を
青
々
と
し
た
松
林
が
防
風
・
防
潮
・
防
砂
林
と
し
て
、
内
陸
の
家
々
や
田
畑
を

守
り
人
々
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
し
た
。

　

あ
の
大
津
波
に
よ
り
、
そ
の
姿
は
一
変
し
、
見
渡
す
限
り
泥
や
ガ
レ
キ
で
埋
め
尽
く
さ

れ
、
以
前
の
穏
や
か
な
生
活
の
風
景
を
、
そ
こ
か
ら
想
像
す
る
こ
と
も
困
難
な
有
様
で
し

た
。

　

ま
た
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
飛
散
し
た
放
射
性
物
質
の

影
響
を
恐
れ
、
山
で
仕
事
を
す
る
人
の
姿
が
消
え
、
適
正
な
管
理
が
さ
れ
な
い
山
林
が
増

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
本
市
は
い
ち
早
く
森
林
の
再
生
を
目
指
し
、
平
成
二
五
年
十
月

に
復
興
市
民
植
樹
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
で
こ
の
取
組
は
五
回
を
数
え
、
多
く
の
関

係
者
の
ご
協
力
に
よ
り
、
市
内
外
か
ら
延
べ
約
一
万
二
、
〇
〇
〇
人
の
方
が
参
加
し
、
約

十
二
万
本
の
苗
木
を
植
樹
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
島
県
が
実
施
し
て
お
り
ま
す
、
延
長
約
一
一
㌔
㍍
に
も
及
ぶ
海
岸
防
災
林
の

造
成
も
、
防
潮
堤
の
復
旧
と
併
せ
て
順
調
に
工
事
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
沿
岸
部
で
は
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
産
基
地
と
し
て
多
く
の
太
陽
光
パ
ネ
ル

や
風
力
発
電
の
風
車
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
本
市
の
み
な
ら
ず
福
島
県
の
将
来
を

担
う
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
の
中
核
的
な
役
割
が
期
待
さ
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
に

つ
い
て
も
、
浪
江
町
と
協
力
し
て
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

震
災
以
降
、
本
市
は
全
国
か
ら
多
く
の
ご
支
援
、
励
ま
し
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

全
国
植
樹
祭
で
は
、
我
々
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
、
子
ど
も
の
世
代
や
そ
の
先
の
世
代

を
見
据
え
た
「
一
〇
〇
年
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
復
興
に
取
り
組
む
南
相
馬
市
の

姿
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
、
残
り
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
県
を
は
じ

め
、
皆
様
と
協
力
し
て
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

南相馬市長　　　　　　
門　馬　和　夫

第69回全国植樹祭開催に
向けて
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第
六
九
回
全
国
植
樹
祭
の
大
会

一
〇
〇
日
前
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン

ト
と
、
全
国
植
樹
祭
の
前
日
に
開

催
さ
れ
る
第
四
七
回
全
国
林
業
後

継
者
大
会
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
、
二

月
二
四
日（
土
）に
、
福
島
県
男
女

共
生
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
約
四
〇
〇
名

の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て（
公
財
）ふ

く
し
ま
フ
ォ
レ
ス
ト
・
エ
コ
・
ラ

イ
フ
財
団
の
弦
間
一
郎
氏
を
、
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
元
林
野
庁
長
官

の
沼
田
正
俊
氏
、
㈱
ア
メ
リ
カ
屋

の
鈴
木
優
作
氏
、
㈲
武
田
林
産
の

鈴
木
美
也
子
氏
、
２
０
１
７
ミ
ス

日
本
み
ど
り
の
女
神
の
野
中
葵
氏

を
お
招
き
し
、
森
林
づ
く
り
に
つ

い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
矢
口

史
靖
監
督
の
映
画
「
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ　

Ｊ
Ｏ
Ｂ
！
～
神
去
な
あ
な
あ
日
常

～
」
を
上
映
す
る
な
ど
、
本
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
、
森
林
づ
く
り
の

大
切
さ
や
、
全
国
植
樹
祭
の
成
功

に
向
け
た
思
い
を
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
の
具
体
案
を
定
め
た
実
施
計
画
は
、
平
成
三
〇
年
一
月
二
二
日

（
月
）に
開
催
さ
れ
た
第
六
九
回
全
国
植
樹
祭
福
島
県
実
行
委
員
会
第
六

回
総
会
で
最
終
案
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
、
同
年
二
月
二
日（
金
）に
衆
議

院
議
長
公
邸
で
行
わ
れ
た
第
六
九
回
全
国
植
樹
祭
特
別
委
員
会
で
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

実
施
計
画
で
は
、
大
会
の
開
催
概
要
や
、
式

典
行
事
、
植
樹
行
事
の
詳
細
、
会
場
整
備
や
宿

泊
・
輸
送
等
に
関
す
る
具
体
的
な
方
針
を
定
め

て
い
ま
す
。
実
施
計
画
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

第
六
九
回
全
国
植
樹
祭
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

（U
R

L

：https://www.pref.fukushim
a.lg.jp/

site/syokujusai/kakusyukeikau.htm
l

）

第
六
九
回
全
国
植
樹
祭
大
会
一
〇
〇
日
前
記
念
イ
ベ
ン
ト
、

第
四
七
回
全
国
林
業
後
継
者
大
会
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
！

第
六
九
回
全
国
植
樹
祭
福
島
県
実
行
委
員
会
事
務
局
　
　

（
福
島
県
農
林
水
産
部
全
国
植
樹
祭
推
進
室
内
）

「
第
六
九
回
全
国
植
樹
祭
ふ
く
し
ま
二
〇
一
八
」
の

実
施
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

知事挨拶パネルディスカッション
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活動発表

竹島氏の講演

表彰

　

平
成
二
九
年
度
林
業
普
及
指
導
員
全
体

研
修
会
を
二
月
一
日（
木
）、
県
林
業
研
究

セ
ン
タ
ー
研
修
本
館
で
開
催
し
、
林
業
普

及
指
導
職
員
を
は
じ
め
林
業
関
係
者
等
約

一
〇
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
県
内
の
各
普
及
地
区

の
代
表
者
七
名
が
、
日
ご
ろ
の
普
及
活
動

の
取
組
に
つ
い
て
の
活
動
発
表
を
行
う
も

の
で
あ
り
、
今
年
は
、
地
域
材
の
利
活
用

推
進
に
向
け
た
取
組
、
特
用
林
産
物
の
再

生
産
や
安
定
供
給
を
目
指
し
た
取
組
、
松

林
の
保
護
に
向
け
た
取
組
、
森
林
整
備
の

加
速
化
に
向
け
た
人
材
育
成
の
取
組
な

ど
、
日
ご
ろ
の
普
及
活
動
成
果
が
報
告
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
に
対
し
活
発
な
質

疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
中
部
大
学
中
部
高
等
学

術
研
究
所
国
際
Ｇ
Ｉ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
准
教
授

の
竹
島
喜
芳
氏
よ
り
「
森
林
調
査
を
取
巻

く
諸
状
況
～
最
近
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
／
Ｉ
Ｏ
Ｔ
動

林
業
普
及
指
導
員
全
体
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

福
島
県
林
業
振
興
課

平
成
二
九
年
度

向
と
そ
の
使
い
ど
こ
ろ
～
」
と
題
し
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
／
Ｉ
Ｏ
Ｔ
等
技
術
の
林
業
へ
の
活

用
方
法
や
、
適
切
な
森
林
情
報
の
収
集
等

に
つ
い
て
御
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
活
動
発
表
に
対
す
る
講
評
が

あ
り
、
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
は
富

樫
誠
さ
ん
（
会
津
農
林
事
務
所
）、
優
秀

賞
に
は
菅
野
陽
美
さ
ん
（
い
わ
き
農
林
事

務
所
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
の

富
樫
さ
ん
は
、
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
る
平

成
三
〇
年
度
林
業
普
及
指
導
職
員
東
北
・

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
福
島

県
代
表
と
し
て
参
加
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

各
林
業
普
及
指
導
地
区
か
ら
の
活
動
発

表
課
題
名
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

県
産
材
活
用
に
お
け
る
「
ふ
く
し
ま
森

林
再
生
事
業
」
と
各
種
事
業
の
連
携
の

取
組

（
県
北
農
林
事
務
所
　
白
田
康
之
）

田
村
市
都
路
町
に
お
け
る
林
産
物
の
多

角
的
な
販
路
創
出
に
向
け
た
取
組

（
県
中
農
林
事
務
所
　
福
地
雅
弘
）

白
河
市
南
湖
公
園
に
お
け
る
松
く
い
虫

防
除
の
取
組

（
県
南
農
林
事
務
所
　
武
藤
　
司
）

漆
掻
き
職
人
の
育
成
と
漆
団
地
の
造
成

（
会
津
農
林
事
務
所
　
富
樫
　
誠
）

広
葉
樹
林
の
再
生
に
向
け
た
取
組

（
南
会
津
農
林
事
務
所
　
山
河
　
周
）

相
馬
地
方
に
お
け
る
森
林
整
備
の
加
速

化
に
向
け
た
普
及
指
導

（
相
双
農
林
事
務
所
　
櫻
井
哲
史
）

い
わ
き
管
内
に
お
け
る
安
全
安
心
な
特

用
林
産
物
の
生
産
振
興

（
い
わ
き
農
林
事
務
所
　
菅
野
陽
美
）
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平
成
二
九
年
度
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
等

活
動
発
表
会
を
平
成
三
〇
年
一
月
三
一
日

（
水
）、
県
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
研
修
本
館

で
開
催
し
、
県
内
各
地
の
林
業
研
究
グ

ル
ー
プ
を
は
じ
め
林
業
関
係
者
等
約
一
〇

〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
で
は
、
自
主
的
な
実
践
活

動
を
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
活
動
内
容

を
各
地
区
の
代
表
が
発
表
す
る
こ
と
に
よ

り
、
各
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
の
活
動
の
展

開
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
し

て
お
り
、
今
回
は
６
団
体
か
ら
、
森
林
環

境
学
習
・
体
験
活
動
や
里
山
等
の
整
備
・

地
域
づ
く
り
、
特
用
林
産
物
を
利
用
し
た

製
品
開
発
な
ど
、
様
々
な
活
動
に
つ
い
て

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
、
し
ら
た
か
木
の
駅
実
行
委

員
会
実
行
委
員
長
の
小
林
真
氏
（
山
形
県

白
鷹
町
）
よ
り
、「
燃
料
材
の
売
り
先
、

広
が
っ
て
い
ま
す
。
山
を
手
入
れ
し
て
材

を
売
ろ
う
！
」
と
題
し
て
、
所
有
境
界
の

明
確
化
や
森
林
の
現
況
調
査
、
材
の
売
り

先
や
森
林
所
有
者
と
の
調
整
な
ど
、
地
域

の
活
性
化
に
向
け
た
様
々
な
活
動
に
つ
い

て
御
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
県
林
業
振
興
課
鈴
木
課
長
よ
り

活
動
発
表
に
対
す
る
講
評
、
審
査
結
果
の
発

表
が
あ
り
、
最
後
に
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
二
九
年
度

林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
等
活
動
発
表
会
を

開
催
し
ま
し
た

福
島
県
林
業
振
興
課

　

審
査
結
果
及
び
発
表
課
題
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

福
島
県
知
事
賞

〝
や
ま
も
り
〟で
晩
酌
を
！

　

～「
参
加
」で
つ
く
る
持
続
可
能
な
み
ん
な
の
里
山
～

　
　

や
ま
も
り
会
＠
霊
山
（
県
北
地
区
）

公
益
社
団
法
人

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会
長
賞

勿
来
地
区
の
竹
林
整
備
の
取
組
み
に
つ
い
て

�

勿
来
地
区
竹
林
整
備
推
進
協
議
会

�

（
い
わ
き
地
区
）

福
島
県
林
研
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
長
賞

未
来
を
育
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

�

特
定
非
営
利
活
動
法
人
小
野
自
然
倶
楽
部

�

（
県
中
地
区
）

身
近
な
里
山
「
ぽ
ん
た
山
」
の
利
活
用
に

つ
い
て

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
ぶ
く
ま
エ
ヌ
エ
ス
ネ
ッ
ト

�

（
県
南
地
区
）

県
産
特
用
林
産
物
（
会
津
桐
・
会
津
漆
等
）

を
利
用
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
た
盃

の
製
品
開
発

�

會
津
酒
盃
の
会
（
会
津
地
区
）

山
を
守
る
と
は
？
「
森
の
活
動
や
っ
て
み

て
交
流
会
」
よ
り

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
島
県
も
り
の
案
内
人
の
会

�

南
会
津
支
部
（
南
会
津
地
区
）

　

な
お
、
福
島
県
知
事
賞
に
選
ば
れ
た
「
や

ま
も
り
会
＠
霊
山
」
は
、
北
海
道
で
開
催
さ

れ
る
平
成
三
〇
年
度
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ

ク
林
業
グ
ル
ー
プ
活
動
発
表
会
に
福
島
県
代

表
と
し
て
参
加
さ
れ
る
予
定
で
す
。

活動発表会

小林氏の講演

福
島
県
林
研
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

第
十
七
回
通
常
総
会
の
開
催

　

同
日
、
県
林
研
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

の
通
常
総
会
を
開
催
し
、
平
成
三
〇
年
度

事
業
計
画
、
役
員
の
改
選
等
を
協
議
し
ま

し
た
。

　

事
業
計
画
、
新
た
な
役
員
等
は
次
の
と

お
り
で
、
役
員
等
の
任
期
は
平
成
三
〇
年

四
月
一
日
か
ら
二
年
間
と
な
り
ま
す
。
引

き
続
き
ご
指
導
、
ご
支
援
方
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

【
事
業
計
画
】

１　

第
四
七
回
全
国
林
業
後
継
者
大
会
の

推
進

　

※
大
会
会
場
に
ブ
ー
ス
を
設
置
し
活
動
を
紹
介

２　

第
六
九
回
全
国
植
樹
祭
へ
の
参
加

３　

東
北
・
全
国
規
模
で
開
催
さ
れ
る
各

種
研
修
会
等
へ
の
参
加

４　

県
内
で
開
催
さ
れ
る
研
修
会
等
へ
の

参
加
・
支
援

５　

多
様
な
担
い
手
育
成
事
業
の
実
施

６　

第
四
三
回
福
島
県
林
業
祭
へ
の
参
加

７　

グ
ル
ー
プ
活
動
等
に
関
す
る
情
報
の

提
供

　

※
引
き
続
き「
林
業
新
知
識
」を
無
償
配
付

【
役
　
員
】

　

会　

長　

豊
田　

新
一（
田
人
林
業
研
究
会
）

　

副
会
長　

早
矢
仕
恵
子

�

（
ふ
た
ば
グ
リ
ー
ン
レ
デ
ィ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
２
０
０
０
）

　

副
会
長　

渡
辺
甲
子
雄
（
古
殿
町
天
し
ぼ
研
究
会
）

　

監　

事　

松
崎　

勝
美
（
田
村
森
林
研
究
会
）

　

監　

事　

小
椋　

敏
光

�

（
舘
岩
地
区
林
業
振
興
協
議
会
）

【
顧
　
問
】

　

渡
邉　

一
夫
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
森
林
の
会
）

　

蛭
田　
　

一
（
田
人
林
業
研
究
会
）
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【
第
四
七
回
全
国
林
業
後
継
者
大
会
開
催
記
念
】

森
林
・
林
業
担
い
手
育
成
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

公
益
社
団
法
人
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

　

平
成
三
〇
年
一
月
二
三
日（
火
）、
郡
山

市
の
「
福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
」
に

お
い
て
、
第
四
七
回
全
国
林
業
後
継
者
大

会
が
本
年
六
月
九
日（
土
）い
わ
き
市
で
開

催
さ
れ
る
こ
と
を
記
念
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）
の
利
活
用
に
よ
り
、
林
業

担
い
手
の
確
保
・
育
成
や
林
業
の
成
長
産

業
化
を
推
進
す
る
た
め
、「
森
林
・
林
業

担
い
手
育
成
セ
ミ
ナ
ー
（
以
下
「
本
セ
ミ

ナ
ー
と
い
う
。」）」
を
一
般
社
団
法
人
全

国
林
業
改
良
普
及
協
会
（
以
下
「
全
林
協
」

と
い
う
。）
と
共
催
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
前
日
か
ら
の
積
雪
に
関
わ
ら
ず
約

四
〇
名
の
方
が
参
加
し
、
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
当
協
会 

水
戸
典
明
専
務
理
事

か
ら
主
催
者
挨
拶
、
全
林
協 

本
永
剛
士

編
集
制
作
部
長
か
ら
共
催
者
挨
拶
の
後
、

講
義
に
入
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
林
野
庁
研
究
指
導
課
専
門
官 

寺
田
英
司
様
か
ら
「
森
林
に
お
け
る
放
射

性
物
質
対
策
に
つ
い
て
」
の
講
義
が
あ
り

ま
し
た
。
寺
田
様
は
、
森
林
内
の
放
射
性

物
質
対
策
と
し
て
、
間
伐
等
の
実
施
は
下

層
植
生
の
繁
茂
に
よ
る
表
土
流
失
防
止
や

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
拡
散
抑
制
が
期
待
で

き
る
こ
と
、
森
林
内
作
業
で
は
林
業
機
械

に
よ
る
遮
へ
い
（
外
部
被
爆
低
減
）
効
果

が
あ
る
こ
と
、
福
島
県
の
森
林
・
林
業
の

再
生
に
向
け
た
取
組
と
し
て
「
里
山
再
生

モ
デ
ル
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
な

ど
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
林
業
現
場
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

利
活
用
に
関
す
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
長
野
県
北
信
州
森
林
組

合
業
務
課
長 

堀
澤
正
彦
様
か
ら
「
地
域

集
約
化
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
に
よ
る
効
率
化
に

つ
い
て
」
の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。
堀
澤

様
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
魔
法
の
器
で
は
な
く
、

人
、
物
を
含
め
た
情
報
資
源
を
も
と
に
業

務
の
効
率
化
を
図
る
道
具
で
あ
る
と
注
意

を
喚
起
し
た
上
で
、
北
信
州
森
林
組
合
で

実
施
し
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
事
例
と
し

て
、
出
材
情
報
の
自
動
集
計
管
理
や
、
航

空
レ
ー
ザ
計
測
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
）
デ
ー
タ
の
活

用
に
よ
る
森
林
資
源
量
の
把
握
や
作
業
道

の
簡
易
設
計
な
ど
画
像
を
用
い
て
説
明
さ

れ
た
ほ
か
、
各
種
Ｌ
Ｓ
情
報
の
活
用
に
も

触
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
福
島
県
林
業
振
興
課
主
査 

蓮
沼
正
将
様
か
ら
「
第
四
七
回
全
国
林
業

後
継
者
大
会
の
開
催
に
つ
い
て
」
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
蓮
沼
様
は
、
実
施
計
画

書
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
一
般
参
加
者

（
一
〇
〇
名
）
の
応
募
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
の
具
体
例
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。」、「
森
林
施
業
の
集
約
化
は
必
須
の

た
め
勉
強
に
な
っ
た
。」
な
ど
、
多
く
の

方
に
本
セ
ミ
ナ
ー
を
高
く
評
価
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

水戸専務理事の挨拶

寺田専門官による講義堀澤課長による講義蓮沼主査による講義
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福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

　

平
成
三
〇
年
一
月
三
〇
日
・
三
一
日
、

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
お
い
て
、
東
京
都

主
催
の「
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン（
モ
ク

コ
レ
）２
０
１
８
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
東
京
都
と
各
地
域
が
連
携
し
、

木
材
の
大
消
費
地
で
あ
る
東
京
で
の
さ
ら

な
る
利
用
拡
大
に
向
け
、
日
本
各
地
の
地

域
材
を
活
用
し
た
建
材
や
家
具
な
ど
の
製

品
を
展
示
す
る
も
の
で
、
昨
年
・
一
昨
年

に
続
き
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
東
京
都

で
は
、
本
イ
ベ
ン
ト
を
、
今
年
秋
に
都
が

開
催
す
る
「
全
国
育
樹
祭
」
の
記
念
行
事

と
し
て
お
り
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

に
は
小
池
都
知
事
も
出
席
し
、
挨
拶
を
さ

れ
た
後
、
福
島
県
ブ
ー
ス
な
ど
を
視
察
さ

県木連（木製玩具等の展示）藤田建設工業芳賀沼製作

県木連（木造躯体とフローリング部材の展示）

れ
ま
し
た
。
福
島
県
ブ
ー
ス
で
は
、
本
県

製
材
品
の
半
数
以
上
を
首
都
圏
に
出
荷
し

て
い
る
現
状
を
説
明
す
る
と
、
都
知
事
は
、

今
年
秋
に
東
京
都
で
全
国
育
樹
祭
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
を
引
き
合
い
に
、
全
国
植
樹

祭
が
春
に
開
催
さ
れ
る
福
島
県
と
の
繋
が

り
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
過
去
最
多
と
な
る
三
三
都
道
府

県
か
ら
三
二
四
企
業
・
団
体
が
出
展
し
、

二
日
間
で
約
四
、
〇
〇
〇
人
の
来
場
が
あ

り
ま
し
た
。

　

県
内
出
展
者
は
、
県
木
連
ほ
か
八
企
業

で
、
各
社
が
い
ま
最
も
Ｐ
Ｒ
し
た
い
部
材
・

工
法
等
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
（
上
図
参

照
）。
県
木
連
で
は
、
福
島
県
ブ
ー
ス
の
中

央
に
木
造
の
躯
体
展
示
を
行
い
、
内
部
に

は
田
村
森
林
組
合
の
構
造
部
材
や
江
戸
川

ウ
ッ
ド
テ
ッ
ク
㈱
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
等
の

展
示
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
県

木
連
の
共
同
ブ
ー
ス
を
設
け
、
も
こ
の
こ

（
正
木
屋
材
木
店
）
の
神
棚
、
Ｄ
Ｃ
２
の
木

製
品
、
マ
ス
ト
ロ
・
ジ
ェ
ッ
ペ
ッ
ト
の
木

製
玩
具
、
磐
城
高
箸
の
割
り
箸
等
の
展
示

を
行
い
ま
し
た
。

　

東
京
都
に
よ
る
と
、
来
年
度
も
こ
の
モ

ク
コ
レ
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン（
モ
ク
コ
レ
）

２
０
１
８
に
出
展オープニングセレモニー「ウッドカット」

（東京都小池知事（左）、林野庁牧元次長（右））
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※街頭募金にイベント募金、常設募金等を含む

　平成29年度は、下表のとおり目標額の９割を超える約6,322万円
（４月～12月分集計）と前年度を上回るご寄附をいただきました。多
くの県民の皆さまに厚く御礼申し上げます。
　皆さんからご協力いただきました「緑の募金」は、緑の少年団の
活動支援や県内の学校、公共施設等に緑化苗木を配布する環境整備、
地方植樹祭・育樹祭、第15回うつくしま育樹祭の開催、学校緑化活動への支援などに活用させていただきま
した。
　平成30年度の「緑の募金」春季募金期間は、例年どおり新年度がはじまる４月１日から５月31日までと
なっておりますので、皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

No.200
緑の募金コーナー緑の募金のご協力よろしくお願いいたします

平成30年度の緑の募金目標額　7,000万円

緑の募金の実績

平成30年の緑化運動標語

「続けよう　植えて育てて　緑の輪」

〒960－8043
福島市中町５－18　福島県林業会館内

（公社）福島県森林・林業・緑化協会
（緑化推進局　緑化推進課）

TEL 024－524－1480　FAX 024－521－3246

平成29年度　緑の募金実績（平成29年４月～12月）

市・地方緑化推進委員会 募金目標額 募金実績額
達成率
（％）

募　　金　　の　　種　　類
街頭募金 家庭募金 企業募金 職場募金 学校募金

福 島 市 緑 化 推 進 委 員 会 9,300,000 4,171,471 44.9 134,501 0 1,848,221 793,096 1,395,653
伊 達 市 緑 化 推 進 委 員 会 2,300,000 2,354,913 102.4 2,184 1,822,382 201,100 254,672 74,575
伊 達 郡 緑 化 推 進 委 員 会 1,400,000 1,572,707 112.3 66,062 1,072,500 224,000 161,159 48,986
二 本 松 市 緑 化 推 進 委 員 会 2,100,000 2,311,333 110.1 10,459 1,226,344 539,283 230,400 304,847
本 宮 地 域 緑 化 推 進 委 員 会 1,300,000 1,705,638 131.2 0 1,027,800 466,900 100,745 110,193
国 土 緑 化 郡 山 市 推 進 委 員 会 11,100,000 11,363,731 102.4 2,786 7,390,780 1,037,431 820,535 2,112,199
須 賀 川 市 緑 化 推 進 委 員 会 2,600,000 1,463,998 56.3 24,990 1 712,387 352,474 374,146
国土緑化岩瀬地方推進委員会 600,000 588,948 98.2 0 466,400 4,917 76,465 41,166
田 村 地 方 緑 化 推 進 委 員 会 2,600,000 2,872,179 110.5 29,558 1,935,250 370,105 490,049 47,217
国土緑化石川地方推進委員会 1,800,000 1,916,565 106.5 164 1,083,050 294,000 236,010 303,341
白 河 市 緑 化 推 進 委 員 会 2,200,000 1,973,595 89.7 7,046 1,135,154 564,895 266,500 0
国土緑化西白河地方推進委員会 1,600,000 2,023,258 126.5 16,200 1,340,655 418,100 190,679 57,624
国土緑化東白川地方推進委員会 1,500,000 1,349,529 90.0 14,248 906,800 195,077 200,182 33,222
国土緑化会津若松市推進委員会 4,500,000 5,464,094 121.4 39,241 3,656,550 649,000 674,880 444,423
両 沼 地 方 緑 化 推 進 委 員 会 2,000,000 1,747,622 87.4 2,330 1,432,960 121,913 190,419 0
会津耶麻地方緑化推進委員会 1,200,000 1,358,970 113.2 301 959,600 104,361 141,596 153,112
喜 多 方 市 緑 化 推 進 委 員 会 2,000,000 2,481,994 124.1 42,723 1,560,966 387,000 471,605 19,700
南 会 津 地 方 緑 化 推 進 委 員 会 1,400,000 1,643,058 117.4 44,659 1,297,500 55,000 202,267 43,632
相 馬 地 方 緑 化 推 進 委 員 会 4,400,000 1,835,307 41.7 175,191 1,069,900 0 553,016 37,200
双 葉 地 方 緑 化 推 進 委 員 会 2,600,000 0 0.0 0 0 0 0 0
い わ き 市 緑 化 推 進 委 員 会 11,500,000 11,872,432 103.2 76,481 8,582,729 1,151,351 1,598,962 462,909

小　　　　　計 70,000,000 62,071,342 88.7 689,124 37,967,321 9,345,041 8,005,711 6,064,145
事 務 局 － 1,157,472 － 44,641 0 558,092 554,739 0

合　　　　　計 70,000,000 63,228,814 90.3 733,765 37,967,321 9,903,133 8,560,450 6,064,145

単位：円
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１　始めに
　　会津管内においては、ツキノワグマによる広範囲な皮剥ぎの被害があるほか、毎年のように人身被害も

発生しており大きな問題となっています。昨年３月発行の「林業福島」№631では、この問題への対処と
して里山林整備事業を活用して行った普及活動について報告しました。今回は引き続き平成29年度の普及
活動について報告します。

　　今年度の里山林整備事業の実施地区数は、昨年度に行ったPR活動の効果もあり３地区から８地区へ増
加しました。８地区のうち７地区が主にツキノワグマ被害対策となっており、当地域におけるツキノワグ
マ被害対策は切実な問題であることが改めて認識されました。

　　　　　　　　　　　　　事業内容等

　　（クマ剥皮防止テープ１地区は緩衝帯整備７地区の内数。）

２　取組内容
　　当事業の事業主体は、ほとんどが今年度に初めて事業を実施する団体であることから、円滑な事業実施

を図るため、事業着手前に事業説明会を開催するとともに、現地において効果的な施行方法の確認を行い
ました。また、農業普及所と連携して野生鳥獣被害対策検討会へ出席したほか、事業主体に対して現地指
導を行いました。なお、獣害対策及び森林づくりは継続的な取組が重要であることから、指導にあたって
は、一過性の取組とならないよう、地区住民の意識の醸成にも努めました。

３　結果と課題
　　事業実施後、「見通しも良くなり実施して良かった。」等の意見をいただいており、複数の地区からは次年

度も実施したいと要望がありました。
　　課題としては、地区ぐるみの継続的な獣害対策の実施です。多くの事業主体で地区住民の高齢化や森林

整備技術がないなどの理由で自ら整備等ができず外部へ委託している状況があります。
　　今後は、農業振興普及部や農業普及所等との連携を強化し事業実施による効果を検証するとともに、地

区住民自ら獣害対策ができるような手法や体制・仕組みづくりについて普及指導を行っていきたいと考えて
います。

獣害被害防止に向けた里山林整備の
推進について（その２）

普及指導員通信

　福島県会津農林事務所
林業普及指導員　内　海　　　享

地区数 事業内容 事業量等

７地区
（１地区）

緩衝帯整備
クマ剥皮防止テープ

12.00ha
400枚

１地区 景観整備 1.00ha

クマによる皮剥ぎ被害

獣害対策専門家との現場確認 野生鳥獣被害対策検討会
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当
会
で
は
福
島
県
の
森
林
整
備

担
い
手
対
策
基
金
の
補
助
を
受

け
、
平
成
三
〇
年
二
月
十
九
日
に

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
に
お

い
て
、
信
州
大
学
農
学
部
の
斎
藤

仁
志
氏
を
講
師
に
迎
え
「
フ
リ
ー

ソ
フ
ト
を
活
用
し
た
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス

テ
ム
の
活
用
法
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
の

で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
基
本
情
報
と
し
て

「
Ｇ
Ｉ
Ｓ
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。「
Ｇ
Ｉ
Ｓ
」
は
地
理
情
報
シ

ス
テ
ム
の
略
称
で
、
位
置
情
報
を

持
っ
た
デ
ー
タ
を
管
理
・
加
工
し
、

視
覚
的
に
表
示
し
た
り
、
高
度
な

分
析
が
行
え
た
り
す
る
シ
ス
テ
ム

で
、
そ
の
利
便
性
か
ら
県
内
に
お

い
て
も
一
部
の
森
林
組
合
等
で
導

入
さ
れ
て
い
ま
す
。

ＧＩＳ講習会を
開催しました

福島県森林組合

連 合 会

森連だより

　

し
か
し
、
市
販
さ
れ
て
い
る
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
は
、
非
常
に
高
価
で
あ
っ
た
り
、

使
用
し
た
い
ス
タ
イ
ル
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

で
き
な
か
っ
た
り
な
ど
、
導
入
し
た
も
の

の
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
事
例
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
購
入
し
た
く
て

も
そ
の
価
格
が
障
害
と
な
り
、
導
入
に
踏

み
切
れ
な
い
と
言
っ
た
話
も
よ
く
耳
に
し

ま
す
。

　

近
年
の
Ｉ
Ｔ
の
発
展
や
各
種
情
報
の
無

償
化
が
進
ん
だ
こ
と
で
、
独
自
に
Ｇ
Ｉ
Ｓ

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
使
い
こ

な
す
に
は
、
あ
る
程
度
の
パ
ソ
コ
ン
ス
キ

ル
が
必
要
と
な
る
た
め
、
今
回
の
研
修
会

開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
と
し

て
公
開
さ
れ
て
い
る
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
中
で
も
、

メ
ニ
ュ
ー
表
示
が
日
本
語
化
さ
れ
、
プ
ラ

グ
イ
ン
に
よ
る
機
能
追
加
の
自
由
度
が
高

い
等
の
理
由
か
ら
Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
使
用
し
、

研
修
会
参
加
後
も
引
き
続
き
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス

テ
ム
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
パ
ソ
コ
ン

は
参
加
者
各
自
に
持
参
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

研
修
内
容
と
し
て
は
、
基
礎
と
な
る
Ｑ

Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
か
ら
始
ま
り
、

基
本
操
作
の
説
明
後
に
、
実
際
に
レ
イ

ヤ
ー
を
作
成
、
サ
ン
プ
ル
版
の
森
林
簿
を

活
用
し
た
デ
ー
タ
解
析
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
た
情
報
収
集
方
法
等
の
実
習

を
行
い
ま
し
た
。
研
修
生
か
ら
は
、
操
作

も
簡
単
で
大
変
有
効
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
、

今
後
も
使
用
し
て
い
き
た
い
と
言
っ
た
意

見
の
他
に
、
内
容
が
十
分
に
理
解
で
き
な

か
っ
た
、
作
業
に
つ
い
て
い
け
な
か
っ
た

等
の
意
見
も
あ
り
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
、
情
報
量
も
多
い
研
修
会
で
あ
っ
た
た

め
、
今
後
は
段
階
を
踏
ん
だ
実
習
や
目
的

別
に
整
理
し
て
行
う
な
ど
の
改
善
を
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
近
年
は
情
報
や
ソ
フ
ト
の
無

償
化
、
低
価
格
化
が
進
み
、
今
ま
で
で
は

考
え
ら
れ
な
か
っ
た
技
術
が
容
易
に
取
り

入
れ
易
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
大
切

な
こ
と
は
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
か
ら
と
言
っ

て
万
能
で
は
無
い
こ
と
を
理
解
し
、
あ
く

ま
で
道
具
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
道
具
で

自
分
が
何
を
し
た
い
の
か
、
そ
し
て
そ
の

た
め
に
如
何
に
効
率
的
に
Ｇ
Ｉ
Ｓ
が
使
え

る
か
と
言
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。ま
た
、「
無

料
」、「
自
由
」
で
あ
る
が
故
に
著
作
権
等

を
十
分
に
理
解
し
た
う
え
で
使
用
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
興

味
は
あ
る
け
ど
、
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か

分
か
ら
な
い
や
、
実
際
に
取
り
入
れ
て
み

た
い
等
の
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
当

会
ま
で
お
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

研修風景
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当
き
の
こ
振
興
セ
ン
タ
ー
が
事
務
局
と

な
っ
て
い
る
福
島
県
き
の
こ
振
興
協
議
会

は
、
県
の
補
助
事
業
の
「
ふ
く
し
ま
の
恵

み
Ｐ
Ｒ
支
援
事
業
」
を
活
用
し
、
東
京
・

日
本
橋
ふ
く
し
ま
館
「
ミ
デ
ッ
テ
」
に
お

い
て
平
成
二
九
年
九
月
二
九
～
三
〇
日

（
金
、
土
）、
十
一
月
十
八
～
十
九
日（
土
、

日
）と
十
二
月
十
五
～
十
六
日（
金
、
土
）

の
延
べ
六
日
間
、
ま
た
、
十
一
月
二
三
日

（
木
）、京
都
府
立
植
物
園
で
開
催
さ
れ
た

「
あ
す
の
Ｋ
ｙ
ｏ
ｔ
ｏ
・
地
域
創
生
フ
ェ

ス
タ
」
に
お
い
て
、
県
産
き
の
こ
の
消
費
・

需
要
拡
大
を
図
る
た
め
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

東
京
・
日
本
橋
ふ
く
し
ま
館
「
ミ
デ
ッ

テ
」
に
お
い
て
は
、「
ふ
く
し
ま
き
の
こ

祭
り
！
」
と
称
し
、
県
産
き
の
こ
の
Ｐ
Ｒ

販
売
と
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
の
一
角
で
、

「
チ
ー
ム
ふ
く
し
ま
」
考
案
の
県
産
き
の

こ
を
使
用
し
た
料
理
の
ラ
ン
チ
試
食
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
試
食
会
の
メ
ニ
ュ
ー

「大消費地での　
　PR活動を実施」

（公社）福島県森林・林業・緑化協会
きのこ振興センター

（TEL 024-947-2188）

きのこセンター
だより

きのこ振興センター

は
、
第
一
回
は
〝
き
の
こ
た
っ
ぷ
り
キ
ー

マ
カ
レ
ー
〟、
第
二
回
は
〝
シ
ャ
ケ
と
焼

き
お
に
ぎ
り
の
き
の
こ
ス
ー
プ
茶
漬
け
〟、

第
三
回
は
〝
き
の
こ
の
味
噌
バ
タ
ー
汁
定

食
〟
で
、
一
日
五
〇
名
の
方
々
に
試
食
い

た
だ
き
、
い
ず
れ
も
好
評
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
県
産
き
の
こ
Ｐ
Ｒ
販
売
に

お
い
て
は
、
県
産
き
の
こ
の
美
味
し
さ
や

安
全
性
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
特
製
き
の
こ

加
工
品
「
美
味
し
い
な
め
茸
・
全
部
福
島

産
」
を
製
造
し
、
き
の
こ
購
入
者
や
ア
ン

ケ
ー
ト
協
力
者
へ
配
布
し
ま
し
た
。
今
回

の
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
し
た
県
産
き
の
こ

は
、
何
れ
も
早
々
に
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
あ
す
の
Ｋ
ｙ
ｏ
ｔ
ｏ
・
地
域
創
生
フ
ェ

ス
タ
」
は
、
毎
年
勤
労
感
謝
の
日
に
開
催

さ
れ
る
京
都
府
民
の
祭
で
、
今
回
で
八
回

目
の
開
催
と
な
り
、
毎
年
一
万
数
千
人
の

来
場
者
が
訪
れ
る
ビ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
当
協
議
会
で
は
、
県
産
き
の
こ
の
展

示
と
配
布
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
に
は
、

目
の
触
れ
る
こ
と
の
少
な
い
発
生
状
態
の

菌
床
は
、
来
場
者
の
関
心
を
集
め
、
菌
床

の
作
り
方
か
ら
き
の
こ
の
収
穫
の
方
法
に

つ
い
て
説
明
を
求
め
ら
れ
る
場
面
が
多
々

あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
興
味
を
も
っ
て
い

た
だ
い
た
お
子
様
に
は
、
シ
イ
タ
ケ
・
ナ

メ
コ
・
エ
リ
ン
ギ
い
ず
れ
か
の
収
穫
体
験

を
し
て
も
ら
い
、
親
御
様
か
ら
は
貴
重
な

体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
感
謝
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
方
々
に
当
ブ
ー
ス
を
訪
れ

て
い
た
だ
け
ま
し
た
が
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
っ
て
い
る
私
た
ち
に
対
し
、
と
て
も
好

意
的
に
接
し
て
い
た
だ
け
た
印
象
を
持
ち

ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
阪
神
淡
路
大
震

災
を
経
験
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
、「
私
た

ち
も
被
災
し
、
当
時
大
変
な
状
況
で
し
た

が
、
頑
張
っ
て
復
興
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
遠
く
か
ら
福
島
を
応
援
し
て
い
ま

す
。」
と
の
激
励
の
言
葉
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。
福
島
県
の
農
産
物
に
対
す
る
安
全

性
に
つ
い
て
は
、
心
配
や
不
安
は
無
い
と

答
え
た
方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。し
か
し
、

ご
く
少
数
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
不
安
の

声
も
聞
か
れ
、
風
評
払
拭
の
た
め
に
は
福

島
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動

の
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
当
協
議
会
は
県
き
の
こ
産

業
の
早
期
完
全
復
興
に
向
け
て
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

試食料理（東京・日本橋ふくしま館「ミデッテ」）

きのこ収穫体験（あすのKyoto・地域創生フェスタ）
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「
自
然
に
親
し
む
」
福
島
県
の
巨
樹
・
名
木
　
― 

36 

―

樹
木
医
　
鈴
　
木
　
俊
　
行

高
田
ザ
ク
ラ

　
「
高
田
ザ
ク
ラ
」
は
、
石
川
郡
石
川
町

字
高
田
地
内
の
高
台
の
急
斜
面
に
生
育
し

て
い
る
。
生
育
地
は
国
道
一
一
八
号
か
ら

県
道
十
四
号
い
わ
き
石
川
線
（
通
称
御
斎

所
街
道
）
に
入
り
約
六
〇
〇
㍍
、
さ
ら
に

北
須
川
沿
い
を
北
へ
約
三
〇
〇
㍍
の
急
斜

面
の
場
所
で
、
県
立
石
川
高
等
学
校
や
中

央
公
民
館
か
ら
す
ぐ
の
場
所
に
あ
る
。
生

育
地
の
地
形
は
東
向
き
の
急
斜
面
で
、
周

辺
に
は
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
や
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
な

ど
が
生
育
し
、
斜
面
下
側
の
根
元
近
く
に

は
生
活
道
路
が
、
斜
面
上
側
に
は
四
阿
が

建
っ
て
お
り
、
道
路
と
四
阿
ま
で
の
散
策

路
が
根
元
北
側
を

通
っ
て
い
る
。

　

本
樹
に
ま
つ
わ

る
伝
説
等
は
伝

わ
っ
て
い
な
い
が
、

「
石
川
町
史
」に
よ

る
と
戦
国
時
代
末

の
領
主
石
川
大
和

守
昭
光
（
一
五
八

〇
年
頃
）
が
こ
の

地
を
領
し
た
頃
、

植
え
ら
れ
た
も
の

と
い
わ
れ
る
古
木
で
、
三
春
滝
ザ
ク
ラ
と

と
も
に
県
内
の
代
表
的
な
桜
で
あ
る
と
の

記
載
が
あ
る
。
推
定
樹
齢
は
約
七
五
〇
年

と
も
約
五
〇
〇
年
と
も
い
わ
れ
、
昭
和
三

一
年
（
一
九
五
六
）
九
月
四
日
に
県
指
定

天
然
記
念
物
に
、
昭
和
五
八
年
（
一
九
八

三
）
二
月
十
七
日
に
県
緑
の
文
化
財
に
登

録
さ
れ
て
い
る
。

　

本
樹
の
樹
種
は
エ
ド
ヒ
ガ
ン
（P

runus 
pendula form

 ascendens

）
で
、
バ
ラ

科
サ
ク
ラ
属
の
野
生
種
の
サ
ク
ラ
の
一
つ

で
あ
る
。
エ
ド
ヒ
ガ
ン
に
つ
い
て
は
こ
の

コ
ー
ナ
ー
で
幾
度
か
記
載
し
た
が
、
野
生

種
の
中
で
も
長
寿
の
種
で
、
県
内
の
サ
ク

ラ
の
巨
樹
、
古
木
や
一
本
桜
の
多
く
は
こ

の
エ
ド
ヒ
ガ
ン
で
あ
る
。
ま
た
、
エ
ド
ヒ

ガ
ン
は
「
種
ま
き
桜
」
や
「
肥
上
げ
桜
」

な
ど
と
呼
ば
れ
て
各
地
域
で
古
く
か
ら
親

し
ま
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
伝
説
を
伴
っ
て
い

る
も
の
が
多
い
。

　

本
樹
の
形
状
寸
法
は
、
樹
高
一
一
・
五

〇
㍍
、
幹
周
六
・
五
〇
㍍
、
根
元
周
九
・

七
〇
㍍
の
巨
木
で
、
急
斜
面
に
ど
っ
し
り

と
根
を
張
り
太
い
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
幹
が
天

に
向
っ
て
伸
び
る
姿
は
風
格
が
あ
り
圧
倒

さ
れ
る
。
主
幹
内
部
は
空
洞
化
が
著
し
く
、

大
き
く
開
い
た
穴
は
い
た
い
た
し
い
が
、

力
強
い
生
命
力
も
感
じ
る
。
枝
張
り
は
東

九
・
五
〇
㍍
、
西
三
・
四
〇
㍍
、
南
八
・

五
〇
㍍
、
北
六
・
八
〇
㍍
と
や
や
片
枝
で
、

樹
冠
に
は
枯
枝
が
多
く
樹
勢
の
衰
退
が
窺

え
る
状
態
で
あ
る
が
、
保
存
会
の
皆
様
に

よ
る
周
辺
の
草
刈
り
や
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
や

被
圧
木
の
伐
採
な
ど
に
よ
る
日
照
条
件
の

改
善
、
施
肥
な
ど
熱
心
な
保
全
活
動
に
よ

り
、
毎
年
四
月
中
旬
頃
、
薄
紅
色
の
花
を

樹
冠
い
っ
ぱ
い
に
爛
漫
と
咲
か
せ
る
。

　

本
樹
は
、
や
や
い
た
い
た
し
さ
を
感
じ

る
姿
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
生
命
力
と

再
生
力
は
お
ど
ろ
く
ほ
ど
で
、
古
木
の
パ

ワ
ー
を
い
た
だ
き
に
、
花
爛
漫
の
季
節
に

で
も
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　

さ
て
、「
自
然
に
親
し
む
―
福
島
県
の

巨
樹
・
名
木
」
は
、
三
年
間
三
六
回
（
件
）

続
い
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
を
も
っ
て
終

了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。「
三
春
滝

ザ
ク
ラ
」
か
ら
「
高
田
ザ
ク
ラ
」
ま
で
福

島
県
を
代
表
す
る
巨
樹
・
名
木
を
取
り
上

げ
て
き
ま
し
た
。
サ
ク
ラ
で
始
ま
り
サ
ク

ラ
で
終
わ
る
の
も
何
か
の
縁
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
福
島
県
の
巨
樹
・
名
木
の
代
表
と

し
て
は
、
福
島
県
緑
の
文
化
財
に
登
録
さ

れ
た
樹
木
が
六
一
八
本
（
平
成
二
二
年
四

月
現
在
）
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
で
枯
損
や

倒
木
な
ど
に
よ
っ
て
解
除
さ
れ
た
も
の
も

あ
り
、
現
在
生
育
し
て
い
る
緑
の
文
化
財

は
五
四
七
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
内
に

は
こ
れ
だ
け
多
く
の
巨
樹
・
名
木
が
生
育

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
ど

う
ぞ
ご
自
分
の
お
気
に
入
り
の
巨
樹
・
名

木
を
探
し
に
出
か
け
て
見
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
最
後
に
、
巨
樹
・
名
木
を
大
切

に
!!



林業福島　平成30年３月１日発行

12―　 ―

　

山
菜
等
の
栽
培
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
安
全
が
確
認

さ
れ
た
も
の
が
販
売
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
新
た
に
広
野
町
で
出
荷
制
限
が
か

か
っ
て
い
る
フ
キ
ノ
ト
ウ
の
解
除
に
向
け

て
取
り
組
み
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

葛
尾
村
で
は
大
規
模
木
造
施
設
の
建
設

が
行
わ
れ
て
お
り
、
浪
江
町
で
も
検
討
作

業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

一
年
、
一
年
復
興
が
進
ん
で
い
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
双
葉
郡
に
ご
訪
問
い
た
だ
き

そ
の
様
子
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

十
一
月
の
原
木
市
場
へ
の
入
荷
状
況
は
、
前
月
比
二
一
㌫
増
（
前
年
比

二
㌫
増
）
の
二
七
、
一
九
九
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

販
売
量
は
、
前
月
比
二
一
㌫
増
（
前
年
比
八
㌫
増
）
の
二
七
、
七
一
六

立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

十
二
月
の
価
格
は
保
合
い
と
な
っ
て
い
る
。

双
葉
郡
の
復
興

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ

り
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
避
難
地
域
と
な
っ
た

双
葉
郡
で
し
た
が
、
広
野
町
、
川
内
村
、

楢
葉
町
、
葛
尾
村
と
解
除
が
進
み
、
昨
年

春
に
富
岡
町
、
浪
江
町
の
避
難
地
域
が
一

部
解
除
さ
れ
、
富
岡
林
業
指
導
所
も
四
月

一
日
か
ら
富
岡
町
で
業
務
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

原
子
力
災
害
か
ら
の
復
興
を
目
指
し

て
、
関
係
者
が
様
々
な
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
そ
の
一
端
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
手
入
れ
の
遅
れ
た
森
林
整
備
を

行
う
た
め
の
「
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事

業
」
に
つ
い
て
は
、
既
に
実
施
し
て
い
た
、

広
野
町
、
川
内
村
に
加
え
、
今
年
度
よ
り

葛
尾
村
、
楢
葉
町
が
事
業
に
着
手
し
、
来

年
度
は
、
富
岡
町
、
浪
江
町
が
事
業
に
着

手
す
る
予
定
で
す
。
間
伐
等
に
よ
る
森
林

整
備
に
よ
り
豊
か
な
森
林
の
再
整
備
が
期

待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

き
の
こ
の
栽
培
に
つ
い
て
は
、
川
内

村
、
葛
尾
村
で
し
い
た
け
栽
培
が
再
開
さ

れ
順
調
に
生
産
量
が
伸
び
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
大
熊
町
で
ホ
ン
シ
メ
ジ
の
試
験
栽

培
が
行
わ
れ
、
今
後
の
本
格
生
産
に
向
け

て
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

會
　
田
　
充
　
茂

富
岡
林
業
指
導
所

素材の価格〈工場着価格〉（12月15日現在）
（単位：㎥当り千円）

区　分
形　　量

材質 樹 種
会　津　共　販 い　　わ　　き

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一
般
用
材

12以下

4.00

並 カラマツ 7 （ 6～ 8） 0 7 （ 6～ 9） 0

13～14 並 カラマツ 9 （ 8～ 9） 0 8 （ 7～ 8） 0

16以上 並 カラマツ 13 （13～13） 0 10 （ 9～11） 0

区　分
形　　量

材質 樹 種
中 通 り 地 方 会　津　地　方 浜 通 り 地 方 県　　平　　均

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一　
　

般　
　

用　
　

材

小
 5～ 9

　4.00
並

ス　ギ
9 （ 8～10） 0 （ 0～ 0） 9 （ 8～ 9） 0 9 （ 8～10） 0

10～14 並 12 （11～12） 1 （ 0～ 0） 12 （11～12） 1 12 （11～12） 1

中

14～22

　3.00
並 ス　ギ 13 （12～14） 0 11 （11～11） 0 13 （12～13） 0 13 （11～14） 0

並 ヒノキ 20 （15～24） 1 （ 0～ 0） 15 （15～15） 0 17 （15～24） 0

　6.00
並 ス　ギ 16 （15～17） 0 11 （10～12） 0 16 （16～16） 0 15 （10～17） 0

並 ヒノキ 30 （25～35） 0 （ 0～ 0） 21 （18～24） 0 25 （18～35） 0

20～28

　3.65 並
ス　ギ

15 （11～21） 4 11 （10～12） 0 12 （12～13） 0 13 （10～21） 2

　4.00 並 12 （11～13） 1 12 （12～12） 0 12 （12～13） 0 12 （11～13） 0

　4.00 並
アカマツ

9 （ 7～11） 0 （ 0～ 0） 11 （ 9～12） 1 10 （ 7～12） 1

　1.80 並 8 （ 5～11） 0 12 （12～12） 0 7 （ 6～ 7） 0 8 （ 5～12） 0

外　
　
　

材

米
材（
定
尺
）

30以上 10.00
並 米ツガ （ 0～ 0） （ 0～ 0） 28 （28～28） 0 28 （28～28） 0

並 米マツ （ 0～ 0） 30（30～30） 30 （29～30） 1 30 （29～30） 1
北
洋
材（
定
尺
）

28以下

　3.80 並 エゾマツ （ 0～ 0） （ 0～ 0） 28 （27～28） 0 28 （27～28） 0

　4.00
並 アカマツ （ 0～ 0） （ 0～ 0） 25 （25～25） 0 25 （25～25） 0

並 カラマツ （ 0～ 0） 16 （16～16） 0 26 （25～27） 0 23 （16～27） 0

パルプ
用　材

並 マ　ツ 6 （ 6～ 6） 0 （ 0～ 0） 5 （ 5～ 5） 0 6 （ 5～ 6） 0

並 広葉樹 9 （ 9～ 9） 0 （ 0～ 0） 6 （ 6～ 6） 0 8 （ 6～ 9） 0

注）１．前月差の△印は値下りを示す。
　　２．（　）内は各地域の価格幅、（　）外は各

地域の平均的価格を示す。
　　３．一般用材カラマツは工場着価格ではなく、

福島県森林組合連合会の会津共販所・い
わき木材流通センターの素材市売価格を
示す。

　　４．各地域の価格について、異常値が生じた
場合には県平均算出から除く場合がある。

試験栽培のホンシメジ
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福

島

県

福
島
県
内
四
森
林
管
理
署

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ
く
り
公
社

森
林
研
究
・
整
備
機
構
福
島
水
源
林
整
備
事
務
所

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

（
福
島
市
中
町
五
番
一
八
号
県
林
業
会
館
内
）

水

戸

典

明

陽

光

社

印

刷

株

式

会

社

　
　
　
　
　
　
（
定
価　

一
〇
八
円
）

編　

集

発　

行

発
行
人

はなしの
ひろば

縁よ
す
が

表紙の写真
　

二
月
中
旬
の
新
聞
に
、
帰
還
困
難
区
域
に
あ
る
大
熊
町
の
大
野
小
で
、
三
月
二
日
か
ら

四
日
ま
で
の
三
日
間
、
元
児
童
た
ち
が
校
舎
か
ら
学
用
品
な
ど
思
い
出
の
品
を
持
ち
出
せ

る
、
と
い
う
記
事
が
載
っ
て
い
た
。
当
時
、
大
野
小
四
年
生
だ
っ
た
私
の
甥
の
子
は
「
思

い
出
の
品
物
と
一
緒
に
、
あ
の
時
怯
え
て
い
た
自
分
も
一
緒
に
連
れ
て
帰
っ
て
く
る
よ
」

と
。
今
、
彼
は
高
校
二
年
生
に
な
っ
て
、
体
も
心
も
大
き
く
な
っ
た
。
止
ま
っ
て
い
た
時

間
が
や
っ
と
動
き
だ
す
思
い
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
あ
の
時
の
自
分
と
今
の
自
分
と
が
よ

う
や
く
繋
が
る
と
い
う
思
い
だ
ろ
う
か
…
。
私
は
、
彼
の
話
に
何
の
言
葉
も
な
く
、
た
だ

た
だ
こ
の
七
年
と
い
う
歳
月
の
長
さ
と
重
さ
を
感
じ
て
い
た
。

　

一
方
、
こ
の
七
年
の
間
に
浪
江
町
と
双
葉
町
領
域
に
ま
た
が
る
両
竹
・
中
野
地
区
に
予

定
さ
れ
て
い
る
「
復
興
祈
念
公
園
」
の
四
つ
の
基
本
理
念
が
決
ま
っ
た
。
そ
の
中
に
「
縁

よ
す
が

を
つ
な
ぐ
」
と
あ
る
。
ふ
る
里
の
歴
史
、
文
化
を
継
承
し
、
人
々
が
支
え
合
い
助
け
合
う

た
め
の
心
の
拠
り
所
と
な
る
、
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ふ
る
里
の
遺
伝
子
が
ど
ん
な
形
で

公
園
に
織
り
込
ま
れ
て
い
く
の
か
楽
し
み
で
あ
る
。
が
、
公
園
は
健
常
者
だ
け
で
は
な
く
、

た
と
え
ば
目
の
見
え
な
い
人
の
た
め
に
音
の
で
る
園
路
や
香
り
の
す
る
並
木
道
、
せ
せ
ら

ぎ
の
音
が
す
る
流
れ
、
そ
し
て
車
い
す
の
高
さ
で
も
何
か
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
公
園

の
つ
く
り
。
そ
ん
な
公
園
で
誰
も
が
誰
と
で
も
「
縁
」
を
感
じ
、
四
季
折
々
途
絶
え
る
こ

と
な
く
人
々
が
集
う
。
そ
し
て
復
興
祈
念
公
園
が
い
つ
か
こ
の
地
に
根
づ
き
、
人
々
の

「
縁
」
で
熟
し
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
七
年
目
の
３
・
11
で

あ
る
。�
（
都
）

「炭焼き職人」
　第14回ふくしま森林・林業写
真コンクール入選
受賞者　近藤広章さん（白河市）
撮影場所：古殿町三株

お知らせコーナー
○
野
生
山
菜
等
の
採
取
及
び
出
荷
・
販
売
に
つ
い
て

　

山
菜
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
山
菜
の
種
類
に
よ
っ
て
は
市
町
村
単
位

で
出
荷
制
限
の
指
示
が
継
続
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
出
荷
制
限
区

域
か
ら
採
取
さ
れ
た
も
の
は
出
荷
・
販
売
は
も
と
よ
り
、
飲
食
店
、
宿
泊
施

設
な
ど
で
の
提
供
、
無
償
譲
渡
を
行
わ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

山
菜
の
出
荷
制
限
に
つ
い
て
は
福
島
県
林
業
振
興
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

最
新
の
情
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。「
福
島
県　

山
菜　

出
荷
制
限
」
で
検

索
。

（https://www.pref.fukushim
a.lg.jp/sec/36055c/ringyo m

onitoring.htm
l

）

　

ま
た
、
出
荷
が
制
限
さ
れ
て
い
な
い
市
町
村
の
山
菜
等
を
出
荷
・
販
売
を

希
望
す
る
場
合
は
、
出
荷
前
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
た

め
、
県
農
林
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

安
全
な
野
生
山
菜
等
の
流
通
を
図
る
た
め
、
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

事務所名 住所・連絡先

県北農林事務所
（森林林業部）

福島市杉妻町2-16（福島県庁北庁舎5階）
024-521-2632

県中農林事務所
（森林林業部）

郡山市麓山一丁目1-1
024-935-1367

県南農林事務所
（森林林業部）

棚倉町大字関口字上志宝50-1
0247-33-2123

会津農林事務所
（森林林業部）

喜多方市松山町鳥見山字下天神6-3
0241-24-5734

南会津農林事務所
（森林林業部）

南会津町田島字根小屋甲4277-1
0241-62-5375

相双農林事務所
（森林林業部）

南相馬市原町区錦町一丁目30
0244-26-4305

富岡林業指導所
富岡町小浜553-2
0240-23-6084

いわき農林事務所
（森林林業部）

いわき市平字梅本15
0246-24-6193

・
わ
ら
び
の
出
荷
制
限
位
置
図

・
連
絡
先
一
覧



山火事で受けた
損害

《ご相談・お申し込みは》
◆福島県森林組合連合会
　TEL024-523-0255㈹
　または最寄りの森林組合

《保険の対象となる森林》
　竹林や人手の全く入らない天然林を
除き、面積が0.01ha以上であれば、
樹種、林齢に加入制限はありません。

備えのパートナー  森林保険
こんな災害からあなたの山を守ります。

火災1
暴風による根返
り、幹折れなどの
損害

風害2
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

水害3

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

凍害6
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

潮害7
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

噴火災8

大量の積雪によ
る幹折れ、根返り
などの損害

雪害4
乾燥による枯死な
どの損害

干害5



監　
　
　

修　
福
島
県
農
林
水
産
部　
　

発
行
所　
公
益
社
団
法
人
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

編
集
発
行
人　
水
戸　

典
明　
　
　
　
　

福
島
市
中
町
五
番
十
八
号　

県
林
業
会
館
内

定
価
一
〇
八
円

年
間
購
読
料
一
、九
〇
〇
円
（
税
・
送
料
込
）

ハスクバーナー・ゼノア㈱福島県代理店

㈲うねめ林業機械
TEL（024）952－2657・FAX（024）951－7775　〒963－0211　郡山市片平町字新蟻塚108の１

水冷ディーゼル
967634301
￥3,580,000（税抜）

SR3100
竹もOK!

出力　18.4kW（質量1,330㎏）

最大処理径

200㎜

ZHM1550
出力　27.5kW（質量1600㎏）

967081901
￥5,860,000（税抜）

ZHM800
出力　7.4kW（質量230㎏）

967088901
￥748,000（税抜）

 チッパシュレッダ 　ハンマナイフモア

林
業
福
島
三
月
号 

通
巻
第
六
四
三
号

昭
和
四
十
二
年
二
月
二
十
四
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

平
成
三
十
年
三
月
一
日
発
行（
毎
月
一
回
一
日
発
行
）

緑地管理の未来をひらく

ヤシマスミパイン乳剤
スミパインMC
マツグリーン液剤２
グリンガード・NEO

松くい虫予防薬剤

ヤシマNCS

くん蒸剤 ハチ退治

ハチノックL
ハチノックS
ハチノックL
ハチノックS

（巣処理用スプレー）
（携帯用スプレー）
（巣処理用スプレー）
（携帯用スプレー）

くん蒸用生分解性シート

くん蒸与作シート

レインボー薬品株式会社と住化グリーン株式会社は、非農耕地向け事業の
リーディングカンパニーを目指すことを目的とし、平成29年10月1日をもちまして合併いたしました。

お客様の信頼を第一に全力を尽くす所存でございます。
引き続きのご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

平成29年12月吉日

東京都台東区上野1-19-10
お問い合わせ　TEL. 03（6740）7777
平日 9：00～17：00（土・日・祝日は休み）


